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浅
野
三
平
先
生
は
御
定
年
後
も
精
力
的
に
研
究
を
続
け
ら
れ
、
そ
の
成
果
の

一
つ
に
『
増
訂
秋
成
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
一
九
年
）
の

御
上
梓
が
あ
る
。
本
書
は
昭
和
四
四
年
刊
『
秋
成
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』（
桜

楓
社
）
の
増
訂
版
で
あ
る
こ
と
は
浅
野
先
生
み
ず
か
ら
が
あ
と
が
き
に
記
さ
れ

て
い
る
。
四
〇
年
を
超
え
る
先
生
の
考
究
心
の
成
果
で
あ
る
。

上
田
秋
成
に
つ
い
て
は
『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
の
み
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
和
歌
に
つ
い
て
の
研
究
は
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
資
料
発
掘

と
整
理
が
先
務
で
あ
っ
た
。
浅
野
先
生
が
調
査
に
赴
か
れ
た
機
関
は
一
七
カ
所
、

個
人
は
二
二
名
に
及
ぶ
。
そ
の
中
に
は
現
在
不
明
の
も
の
が
あ
り
、『
上
田
秋

成
全
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）
に
於
い
て
も
浅
野
先
生
の
翻
刻
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
作
品
が
あ
る
。
貴
重
な
お
仕
事
を
後
世
に
遺
さ
れ
た
。

浅
野
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
秋
成
和
歌
資
料
の
調
査
先
で
、
個
人
と
し
て
目
を

引
く
の
は
京
都
在
住
で
あ
っ
た
友
山
文
庫
主
、
中
野
荘
次
で
あ
る
。『
増
訂
秋

成
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
で
は
、

『
上
田
秋
成
歌
巻
』

『
海
道
狂
歌
合
』

『
源
氏
五
十
四
帖
』

『
白
芙
蓉
を
人
の
見
せ
し
を
枕
に
置
き
て
い
へ
る
』

『
実
法
院
あ
て
書
簡
』

の
五
点
の
底
本
が
友
山
文
庫
本
で
あ
る
。
特
に
『
海
道
狂
歌
合
』
は
浅
野
先
生

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
秋
成
自
筆
絵
巻
を

発
見
さ
れ
、
従
来
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
友
山
文
庫
本
も
秋
成
の
自
筆
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
見
い
だ
し
た
印
象
深
い

作
品
で
あ
る
。
浅
野
先
生
自
ら
も
『
増
訂
秋
成
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
に
再
掲

さ
れ
る
ほ
ど
の
代
表
的
論
文
と
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
友
山
文
庫
所

蔵
の
秋
成
資
料
に
つ
い
て
は
、
長
島
弘
明
先
生
が
、「
中
野
荘
次
氏
の
友
山
文

庫
に
も
、
ま
た
秋
成
の
資
料
を
数
多
く
蔵
す
る
」
と
し
て
上
記
五
点
以
外
に

『
応
雲
林
院
医
伯
之
需
擬
李
太
白
春
夜
宴
桃
李
園
序
』、『
吉
野
行
』、「
利
休
の

歌
に
和
し
た
和
歌
懐
紙
一
軸
」、「
秋
成
手
製
の
急
須
一
つ
」
な
ど
を
挙
げ
ら
れ

て
い
る⑴
。
中
野
荘
次
は
稀
代
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
、
友
山
文
庫
は
研
究
者

垂
涎
の
蔵
書
で
充
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
友
山
文
庫
の
旧
蔵
書
は
そ
の
後
に
巷
間
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
日

本
女
子
大
学
で
も
三
作
品
購
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
他
の
存
在

を
聞
か
な
い
稀
少
本
で
あ
り
、
本
誌
に
紹
介
す
る
こ
と
で
浅
野
先
生
の
墓
前
に

捧
げ
た
い
と
思
う
。

本
論
に
入
る
前
に
中
野
荘
次
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
京
都
大
学
、
と
い

日
本
女
子
大
学
所
蔵
友
山
文
庫
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て

福
　
　
田
　
　
安
　
　
典
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う
よ
り
京
都
帝
大
国
文
科
卒
、『
風
葉
和
歌
集
』
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在

で
あ
り
、『
増
訂
校
本
風
葉
和
歌
集
』（
昭
和
八
年
、
賛
精
社
）
は
夙
に
有
名
で

あ
る
。
友
山
文
庫
主
と
し
て
も
野
間
光
辰
先
生
の
『
完
本
色
道
大
鏡
』（
昭
和

三
十
六
年
）
に
関
わ
り
、
短
冊
や
色
紙
の
収
集
家
と
し
て
も
聞
こ
え
、
そ
の
成

果
に
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
全
五
巻
（
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
）、『
和

歌
俳
諧
人
名
辞
書
』（
臨
川
書
店
、
昭
和
六
一
年
）
が
あ
る
。
そ
の
他
に
も
『
眺

望
集
』、『
奈
良
地
誌
』、『
奈
良
縣
金
石
文
年
表
』、『
芭
蕉
翁
全
傳
』、
奈
良
文

化
選
書
な
ど
多
く
の
出
版
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
中
野
文
彦
の
名
で
地
名
学
に
も

貢
献
し
て
い
る⑵
。
骨
太
の
在
野
研
究
者
で
あ
っ
た
。
平
成
七
年
没
九
一
歳
。

１　

中
村
訓
栄
『
を
さ
ゝ
の
記
』
七
編

ま
ず
書
誌
を
記
す
。
写
本
、
半
紙
本
一
冊
。
縦
二
三
・
八
糎
、
横
一
六
・
七

糎
。
薄
縹
色
表
紙
。
外
題
（
中
央
、
無
枠
、
貼
、
原
、
書
題
簽
、「
九
十
九
」

の
朱
字
）「
を
さ
ゝ
の
記　

七
編
。
内
題
な
し
。
冒
頭
に
「
中
村
訓
栄
」、
末
尾

に
「
文
政
九
秋
七
月　

中
村
訓
栄
」。
虫
損
多
。
本
文
墨
付
き
十
九
丁
、
八
〜

九
行
。
表
紙
裏
に
天
狗
と
発
句
の
刷
り
物
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

本
書
、
お
よ
び
中
村
訓
栄
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
な
い
。
本
書
に
よ
っ
て

の
み
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
訓
栄
は
和
歌
、
俳
諧
、
狂
歌
に
通

じ
た
人
物
の
よ
う
で
花
朝
の
俳
号
も
あ
っ
た
。

文
政
九
年
七
月
十
五
日
に
訓
栄
は
得
蔵
院
、
森
岡
善
七
郎
ら
と
小
篠
に
赴
い

た
。
小
篠
は
吉
野
と
熊
野
を
結
ぶ
熊
野
街
道
の
宿
の
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本

書
は
文
政
年
間
に
お
け
る
吉
野
、
大
峰
や
熊
野
詣
の
紀
行
文
な
の
で
あ
る
。
諸

処
に
発
句
や
和
歌
、
狂
歌
を
掲
げ
、
熊
野
に
関
す
る
西
行
の
和
歌
、
謡
曲
の
記

事
も
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
（
引
用
に
は
適
宜
句
読
点
を
付
け
、
用
字
も
一

部
通
行
体
に
改
め
て
い
る
。
以
下
同
）、

　

�

予
か
編
る
熊
野
道
中
記
、
小
篠
の
二
路
に
委
し
く
記
す
。
書
終
る
筆
の
つ

い
て
に
。

　
　

�

我
う
た　

夢
な
ら
て
こ
と
し
も
く
ま
の
高
野
山
う
つ
ゝ
の
筆
に
書
な
ら

し
み
む

　
　

又　

我
句　

稲
妻
や
天
下
泰
平
五
穀
成
就

　と
あ
る
の
で
、
熊
野
や
高
野
詣
の
た
び
に
こ
の
よ
う
な
紀
行
文
を
書
い
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
七
編
と
あ
る
本
書
の
み
が
女
子
大
に
残
っ
て
い
る
が
、

訓
栄
周
辺
に
は
そ
れ
な
り
の
量
の
書
冊
が
制
作
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
休
憩
し
た
り
食
事
を
し
た
り
す
る
場
所
を
「
本
陣
」
と
し
て
扇
屋
、

橋
本
屋
、
坂
本
、
半
田
屋
…
…
と
い
う
よ
う
に
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
所
の

名
物
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　

と
ろ
川
に
て
ひ
る
け
（
本
陣
出
水
屋
）

　
　
　

新
蕎
麦
の
味
は
最
上
嫁
か
茶
屋

　

�

北
南
こ
ゝ
の
け
し
き
は
い
つ
も
め
を
よ
ろ
こ
は
す
所
也
。
此
茶
屋
に
「
力

餅
」
と
て
名
物
あ
り
。

　
　
　

�

北
南
を
上
る
血
気
の
ち
か
ら
あ
し
ち
か
ら
も
ち
ゐ
の
き
と
く
な
る
へ

し

圧
巻
は
天
狗
の
夢
で
あ
る
。「
我
宿
の
人
々
と
酒
を
く
む
に
は
な
し
く
さ
ぐ

さ
な
り
。
百
物
語
に
あ
ら
ね
と
も
皆
気
味
あ
し
き
咄
也
」
と
記
す
一
夜
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
訓
栄
は
夢
に
天
狗
を
見
た
の
で
あ
る
。

月
は
く
ま
な
く
さ
へ
わ
た
り
、
千
種
の
花
に
を
く
露
に
月
か
け
う
つ
り
て
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か
す
〳
〵
に
ひ
か
り
わ
か
つ
は
田
楽
の
お
も
ひ
し
て
い
と
心
と
き
め
く
に
、

向
ふ
の
岩
の
は
さ
ま
に
も
の
あ
り
け
に
見
ゆ
る
に
そ
。
め
を
と
め
て
見
る

に
何
そ
は
か
ら
ん
。
二
丈
計
の
天
狗
の
鼻
は
か
り
い
た
し
て
姿
は
草
花
に

か
く
れ
て
見
え
す
。「
す
は
。
事
こ
そ
」
と
つ
ゐ
に
は
申
さ
ぬ
念
仏
を
と

な
へ
、
め
を
は
な
さ
す
。
暫
し
あ
り
て
顔
を
ぬ
と
さ
し
出
し
、「
汝
、
訓
栄
。

心
は
風
雅
に
や
さ
し
け
れ
と
、
と
も
す
れ
は
慢
心
き
さ
す
」。

と
し
て
風
雅
に
耽
る
作
者
を
天
狗
が
叱
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
っ
か
り
怯
え
た

作
者
の
取
っ
た
行
動
が
以
下
で
あ
る
。

只
う
つ
う
つ
と
足
も
な
へ
身
う
ち
し
ひ
れ
て
動
か
れ
ね
は
「
ゆ
る
し
給
へ
。

〳
〵
」
と
詫
け
り
。
天
狗
は
猶
も
鼻
を
ふ
り
立
、
さ
か
り
の
花
を
か
け
と

は
し
怒
る
に
そ
。
ふ
と
思
ひ
出
し
て
「
誠
や
歌
の
徳
に
は
天
地
も
動
か
し

鬼
神
も
か
ん
せ
し
む
る
と
か
や
。
爰
な
り
」
と
心
を
納
め
て
一
句
を
咄
。

　
　
　

女
郎
花
天
狗
の
鼻
に
を
ら
れ
け
り

か
く
う
た
へ
は
天
狗
す
こ
し
面
を
和
ら
け
「
誠
に
是
真
実
の
句
な
り
。
是

に
て
す
こ
し
心
や
は
ら
け
は
こ
た
ひ
は
ゆ
る
す
な
り
」
と
い
ふ
か
と
お
も

へ
は
、
一
陣
の
風
颯
と
吹
来
り
、
大
木
を
吹
折
、
若
葉
飛
し
て
乱
を
あ
ら

は
し
、
い
つ
く
と
も
な
く
飛
去
た
り
。

茶
番
の
よ
う
な
安
っ
ぽ
い
歌
徳
譚
な
の
だ
が
、
訓
栄
に
と
っ
て
は
感
夢
霊
応

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
夢
を
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
句
を
発
句
と
し
て

脇
句
を
不
動
鬼
童
、
第
三
を
天
狗
院
狸
穴
が
付
け
、
訓
栄
が
見
た
天
狗
の
絵
を

添
え
、
さ
ら
に
は
狸
穴
が
栂
の
木
に
彫
り
込
み
、
吉
野
で
刷
り
物
に
し
た
と
い

う
。
そ
の
実
物
が
見
返
し
に
添
付
し
て
あ
る
の
で
掲
げ
て
お
く
（
図
版
1
）。

図
版
1　

天
狗
と
訓
栄　

俳
諧
三
つ
物
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２　
『
大
和
八
条
村
孝
子
聞
書
』

本
書
（
以
下
女
子
大
本
『
聞
書
』）
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
済
み
で
あ
る⑶
。

委
し
く
は
拙
稿
に
拠
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
要
点
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
一

部
前
稿
と
重
な
る
こ
と
を
始
め
に
断
っ
て
お
く
。

写
本
、
大
本
一
冊
。
縦
二
六
・
九
糎
×
横
一
九
・
三
糎
。
表
紙
は
薄
茶
で
無

地
。
外
題
は
元
題
簽
が
剥
落
し
て
「
大
和
八
条
村
孝
子
聞
書
」
と
墨
書
。
内
題

は
「
孝
子
聞
書
」。
墨
付
き
二
三
丁
。「
大
和
国
十
市
郡
八
条
村
、
百
姓
に
孝
子

あ
り
。
名
を
山
口
庄
右
衛
門
と
い
ふ
。
其
父
与
十
郎
へ
仕
へ
し
深
切
を
聞
き
侍

る
に
、
此
廿
六
年
以
前
、
宝
暦
四
甲
戌
年
の
秋
」
と
い
う
冒
頭
が
端
的
に
示
す

よ
う
に
、
宝
暦
か
ら
安
永
に
か
け
て
大
和
の
八
条
村
の
山
口
庄
右
衛
門
の
孝
行

を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
庄
右
衛
門
が
父
与
十
郎
が
罪
を
得
て
伊
豆
の
新

島
に
流
さ
れ
た
こ
と
を
深
く
悲
し
み
、
公
に
願
い
出
て
島
に
介
抱
に
わ
た
り
、

後
に
許
さ
れ
て
故
郷
に
帰
っ
た
美
談
で
あ
る
。

こ
の
話
は
『
官
刻
孝
義
録
』
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
か
な

り
知
ら
れ
た
話
で
あ
っ
て
、
ま
ず
直
後
の
安
永
八
年
四
月
に
『
八
条
も
の
が
た

り
』（
佐
々
木
善
行
著
、
式
下
郡
八
百
新
町
書
肆
千
葉
清
蔵
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、

つ
い
で
三
浦
花
顛
『
近
世
続
畸
人
伝
』（
寛
政
五
年
）
に
も
採
ら
れ
、
黒
川
真

道
も
『
日
本
教
育
文
庫
』（
明
治
四
三
年
、
同
文
館
）
に
採
っ
て
い
る
。

そ
の
『
日
本
教
育
文
庫
』
で
こ
の
話
を
知
っ
た
森
銑
三
は
「
新
島
も
の
が
た

り
」
と
い
う
小
品
を
著
し
た
。「
停
戦
後
二
三
年
」
と
い
う
か
ら
一
九
五
〇
年

前
後
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
小
品
を
小
出
昌
洋
が
見
い
だ
し
昭
和
五
八
年
三
月
に

配
り
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た⑷
。
そ
の
後
、『
傳
記
文
學　

初
雁
』（
昭
和
一
七
年
）

を
小
出
昌
洋
が
講
談
社
学
術
文
庫
（
平
成
元
年
）
に
ま
と
め
る
に
際
し
、「
新

島
も
の
が
た
り
」
も
編
入
し
て
い
る
。
小
出
昌
洋
は
「
森
鴎
外
の
短
編
を
読
ん

だ
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。

諸
本
に
つ
い
て
は
谷
山
正
道
「
芝
村
騒
動
と
『
八
条
も
の
が
た
り
』」
に
詳

し
い⑸
。
大
和
国
十
市
郡
関
係
の
文
書
が
天
理
図
書
館
近
世
文
書
室
に
よ
っ
て
整

理
さ
れ
、
平
成
七
年
に
『
天
理
図
書
館　

近
世
文
書
目
録
』
第
三
（
大
和
国
十

市
郡
之
部
）
が
編
輯
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
八
条
村
平
井
家
文
書
が
あ
り
、
孝
子

庄
右
衛
門
に
関
す
る
次
の
六
点
が
確
認
さ
れ
た
。

①�

「
大
和
国
十
市
郡
八
条
村
孝
子
庄
右
衛
門
父
子
之
記
」（
安
永
八
年
二
月
、

堤
定
賢
著
）

②�

「
大
和
国
庄
右
衛
門
孝
子
聞
書
」（
写
安
永
九
年
九
月
下
旬
、「
伊
賀
国
孝

子
富
松
行
状
書
」
と
合
綴
）

③�

『
八
条
も
の
が
た
り
』（
安
永
八
年
四
月
、
佐
々
木
善
行
著
、
城
下
郡
八
百

新
町
書
肆
千
葉
清
蔵
刊
）

④�

『
八
条
孝
子
行
状
聞
書
』（
内
題
「
八
条
も
の
が
た
り
」、
天
明
元
年
六
月
、

佐
々
木
善
行
著
、
大
坂
南
久
太
郎
町
心
斎
橋
筋
書
林
河
内
屋
喜
兵
衛
刊
）

⑤
「
孝
子
庄
右
衛
門
行
状
聞
書
」（
文
化
三
年
正
月
、
今
崎
弥
次
郎
写
）

⑥
「
孝
信
古
今
物
語
」（
内
題
「
孝
子
聞
書
」、「
安
町
小
松
屋
」
写
）

こ
の
六
本
に
、
⑦
女
子
大
本
『
聞
書
』、
⑧
黒
川
真
道
旧
蔵
本
（『
日
本
教
育
文

庫
』
底
本
）
⑨
『
近
世
大
和
紀
行
集
』
所
収
本
（
平
成
二
十
一
年
、
ク
レ
ス
出

版
）
を
加
え
た
合
計
九
本
が
山
口
庄
右
衛
門
関
係
の
基
本
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
本
の
関
係
は
、
②
⑤
⑥
⑧
と
女
子
大
本
『
聞
書
』
は
同
系
統
で
あ

り
、
書
承
関
係
も
想
定
し
う
る
。
⑧
が
も
っ
と
も
詳
し
い
記
述
を
持
っ
て
お
り
、

女
子
大
本
が
も
っ
と
も
簡
略
で
あ
る
。
単
純
に
書
写
に
よ
っ
て
記
述
が
増
補
さ

れ
た
と
考
え
れ
ば
、

　

女
子
大
本
『
聞
書
』
→
②
⑤
⑥　

→
⑧
（
増
補
）

の
三
段
階
成
立
を
仮
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
の
う
え
に
立
て
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ば
女
子
大
本
『
聞
書
』
が
古
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
に
断
定
す

る
に
は
さ
ら
に
多
く
の
諸
本
の
登
場
を
待
つ
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

近
世
期
に
流
布
し
た
孝
行
譚
で
、
三
浦
花
顛
、
黒
川
真
道
、
森
銑
三
の
心
を
捉

え
た
山
口
庄
右
衛
門
の
基
本
資
料
の
中
で
も
貴
重
な
『
聞
書
』
が
友
山
文
庫
の

所
蔵
を
経
て
女
子
大
所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
。

３　
『
大
和
国
吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』

近
世
後
期
の
天
保
一
三
年
に
浄
土
真
宗
信
者
の
行
状
を
集
成
し
た
『
妙
好
人

伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
以
降
、
妙
好
人
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
流
行
す
る
の
だ
が
、

そ
の
代
表
と
目
さ
れ
る
の
が
大
和
清
九
郎
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
村
和

至
が
指
摘
す
る
よ
う
に⑹
、『
妙
好
人
伝
』
以
前
は
孝
士
伝
・
教
訓
物
・
読
本
的

に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
大
和
清
九
郎
伝
が
生
成
さ
れ
て
い

た
。大

和
清
九
郎
は
和
州
高
取
郡
鉾
立
村
と
丹
生
谷
村
で
篤
実
な
真
宗
門
徒
と
し

て
生
き
寛
延
三
年
に
没
し
た
。
貧
困
か
つ
無
学
で
あ
り
な
が
ら
、
真
摯
な
宗
教

心
、
尋
常
で
は
な
い
親
孝
行
ゆ
え
に
時
代
に
注
目
さ
れ
て
多
く
の
伝
記
資
料
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
延
三
年
に
没
し
た
が
、
明
和
四
年
版
『
浄
土
真
宗
孝

信
清
九
郎
物
語
』
の
明
和
元
年
序
文
に
は
、

清
九
郎
の
行
業
聞
つ
た
へ
写
し
来
る
事
世
に
多
し
。
此
人
若
き
頃
よ
り
親

に
孝
行
、
又
真
宗
の
流
れ
を
汲
み
信
厚
ふ
し
て
安
心
す
。
其
物
語
を
我
ふ

る
里
の
子
弟
同
行
、
本
願
他
力
真
実
信
の
種
に
も
と
梓
に
ち
り
ば
め
送
り

侍
る
の
み
。

と
あ
り
、
死
後
直
後
よ
り
巷
間
に
多
く
の
写
本
が
出
回
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

本
資
料
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
諸
本
の
位
置
づ
け
の
上
で
注
目
に
値
す
る
一

本
で
あ
る
。

書
誌
を
簡
単
に
記
す
。
写
本
、
半
紙
本
一
冊
。
縦
二
三
・
五
糎
×
横
一
六
・

七
糎
。
薄
茶
表
紙
。
外
題
は
題
簽
が
剥
が
れ
「
大
和
の
清
九
郎
」
と
直
書
。
内

題
な
し
。
墨
付
き
三
五
丁
。
末
尾
に
「
奥
州
南
部
八
戸　

丸
屋
吉
郎
兵
衛
」。

江
戸
期
の
大
和
清
九
郎
伝
は
、『
大
和
国
吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』、『
浄
土

真
宗
孝
信
清
九
郎
物
語
』、『
崑
崙
実
録
』、『
和
州
清
九
郎
伝
』
の
四
系
統
に
大

別
で
き
、
そ
の
代
表
本
文
が
『
大
系
真
宗
史
料
』
に
丁
寧
な
解
説
を
付
し
て
翻

刻
さ
れ
て
い
る⑺
。
女
子
大
本
に
は
作
品
名
を
示
す
記
述
は
な
い
が
、『
大
和
国

吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』
の
異
本
と
思
わ
れ
る
の
で
そ
の
名
で
論
じ
る
（
以
下
、

女
子
大
本
『
行
状
記
』）。

『
大
系
真
宗
史
料
』
所
載
の
四
系
統
を
改
め
て
並
べ
て
み
る
。

Ａ�

『
大
和
国
吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』（
写
本
、
恵
俊
編
、
宝
暦
二
年
成
、
天

明
四
年
写
）

Ｂ
『
崑
崙
実
録
』（
版
本
、
覚
順
編
、
宝
暦
一
三
年
成
、
明
和
元
年
刊
）

Ｃ�

『
浄
土
真
宗
孝
信
清
九
郎
物
語
』（
版
本
、
帰
西
編
、
宝
暦
六
年
成
、
明
和

四
年
刊
）

Ｄ
『
和
州
清
九
郎
伝
』（
版
本
、
法
安
編
、
享
和
元
年
刊
行
）

Ａ
は
清
九
郎
没
後
二
年
目
の
宝
暦
二
年
に
成
立
し
た
。
Ｃ
は
六
年
後
、
Ｂ
は

一
三
年
後
で
あ
る
が
刊
年
で
は
Ｂ
が
先
行
す
る
。
宝
暦
一
四
年
が
明
和
元
年
な

の
で
、
Ａ
か
ら
Ｃ
は
清
九
郎
没
後
一
七
年
目
の
早
い
時
期
に
成
立
、
刊
行
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

女
子
大
本
『
行
状
記
』
は
Ａ
の
異
本
で
あ
る
。
Ａ
は
名
畑
崇
氏
ご
所
蔵
本
で

あ
る
の
で
以
下
「
大
系
本
」
と
呼
び
、『
大
系
真
宗
史
料
』
の
翻
刻
を
利
用
し
、

女
子
大
本
と
の
校
異
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
両
者
は
概
ね
内
容
を
同
じ
く

す
る
が
、
ま
っ
た
く
の
異
文
を
有
す
る
章
段
も
あ
る
。
一
例
を
示
す
。
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【
大
系
本
】
伊
賀
の
同
行
清
九
郎
に
対
面
の
事

�　

伊
賀
の
国
西
城
村
三
左
衛
門
と
云
人
、
同
行
対
面
し
た
き
よ
し
願
ひ
に
て
、

只
一
人
か
り
そ
め
に
出
け
れ
ば
、
わ
れ
も
〳
〵
と
聞
付
て
程
な
く
廿
八
人
に

成
て
、
大
和
国
吉
野
の
お
く
へ
と
行
程
に
、
鉾
堅
村
へ
今
三
四
里
と
お
も
ふ

程
に
、
老
人
一
人
杖
突
て
歩
み
来
り
け
れ
ば
、
伊
賀
の
同
行
、
鉾
堅
村
へ
の

道
を
問
ふ
に
、
道
を
お
し
へ
て
、
何
れ
も
は
伊
賀
の
同
行
衆
に
て
は
な
き
か

と
問
れ
け
れ
ば
、
答
て
、
左
様
也
。
か
く
問
ひ
玉
ふ
は
何
国
の
人
ぞ
。
我
は

鉾
堅
村
也
。
名
は
い
か
に
と
と
ふ
に
、
清
九
郎
と
答
へ
け
れ
ば
、
か
の
三
左

衛
門
、
は
つ
と
言
ふ
て
忽
い
き
絶
た
り
。
皆
々
お
ど
ろ
き
、
水
な
ど
そ
ゝ
ぎ

つ
れ
ど
も
正
気
つ
か
ず
、
清
九
郎
家
迄
抱
か
ゝ
へ
て
、
其
夜
や
う
〳
〵
正
気

に
成
け
り
。
恥
べ
し
。
如
来
様
に
聖
人
様
に
直
々
御
目
に
懸
り
て
も
気
を
失

ふ
程
の
心
な
し
。
能
〳
〵
し
ぶ
と
き
物
故
に
、
聞
事
も
お
も
ふ
事
、
悦
ぶ
事

も
深
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
此
人
か
ゝ
る
深
き
心
人
な
れ
ば
、
仏
法
あ
く
迄
聴
聞

し
、
両
親
法
に
う
と
か
り
し
が
、
夫
婦
諸
と
も
恥
入
て
、
ふ
た
い
の
御
座
に

う
つ
り
替
り
し
悦
び
は
、
伊
賀
一
国
の
教
化
と
な
り
し
。
此
人
油
を
渡
世
と

仕
け
る
が
、
清
九
郎
が
薪
を
御
本
山
へ
上
る
事
を
か
ん
じ
て
、
わ
れ
も
何
卒

と
お
も
ひ
立
、
胡
麻
の
油
一
荷
宛
み
づ
か
ら
荷
な
ふ
て
差
上
る
事
、
月
幷
な

り
。

　
　
【
女
子
大
本
】
伊
賀
乃
同
行
清
九
郎
に
対
面
の
事

�　

大
和
の
国
清
九
郎
同
行
に
対
面
し
た
き
願
に
て
、
伊
賀
の
国
の
同
行
二
三

人
言
合
せ
、
吉
野
の
奥
と
志
、
吾
も
〳
〵
と
伴
ひ
て
程
な
く
廿
八
人
に
成
て
、

大
和
国
と
行
程
に
鉾
竪
村
に
今
三
四
里
と
思
ふ
所
に
、
老
人
壱
人
杖
つ
き
て

歩
行
に
て
来
り
、
人
々
を
つ
く
〳
〵
と
見
て
何
も
は
伊
賀
の
同
行
衆
に
て
は

無
か
と
問
へ
は
、
皆
々
答
て
、
左
様
也
。
斯
問
ひ
玉
ふ
は
何
国
の
人
そ
と
。

吾
は
鉾
竪
村
の
清
九
郎
と
答
へ
け
れ
は
、
廿
八
人
の
内
廿
三
歳
計
な
る
若
者

は
つ
と
言
て
忽
息
絶
へ
た
り
。
皆
々
驚
き
、
水
な
と
そ
ゝ
ぎ
け
れ
ど
も
正
気

つ
か
す
。
清
九
郎
の
家
迄
抱
か
ゝ
へ
て
、
其
夜
漸
々
正
気
に
な
り
。
此
若
者

西
城
村
三
左
衛
門
と
て
殊
勝
し
て
難
有
人
也
。
は
つ
へ
し
。
聖
人
善
知
識
様

に
御
目
に
か
ゝ
り
て
も
気
を
失
ふ
程
の
心
な
し
。
か
ゝ
る
例
を
不
聞
。
感
心

し
給
ふ
へ
し
。
此
人
御
本
山
に
月
々
胡
麻
の
油
壱
荷
自
ら
荷
ふ
て
御
明
し
の

油
を
差
上
る
事
、
月
並
也
。
扨
此
廿
八
人
二
三
日
逗
留
し
て
、
皆
々
仏
恩
を

疎
成
を
悔
み
、
今
の
悦
ひ
国
郡
に
流
行
し
て
真
宗
の
繁
昌
此
時
に
あ
り
。

女
子
大
本
の
方
が
本
文
が
短
く
、
竪
の
字
を
堅
と
す
る
の
は
校
訂
者
の
誤
読

と
思
わ
れ
る
が
、
三
左
衛
門
の
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
伊
賀
の
同
行
と
清

九
郎
と
の
邂
逅
も
違
い
が
あ
り
、
書
承
段
階
で
の
異
同
と
は
思
わ
れ
な
い
違
い

が
あ
る
。
明
ら
か
に
異
文
で
あ
る
。
こ
の
異
同
を
考
え
る
に
、
本
作
品
の
成
立

と
も
関
わ
る
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
作
品
に
は
序
文
と
思
し
き
冒
頭
文

が
あ
る
（
大
き
な
異
同
に
は
傍
線
を
付
し
た
）。

【
大
系
本
】

�　

慈
光
は
る
か
に
か
ふ
む
り
て
、
光
り
の
至
り
給
ふ
所
に
は
、
み
の
り
の
悦

び
を
得
て
、
永
き
世
の
楽
を
。
今
爰
に
大
和
伊
賀
の
両
国
真
宗
一
河
の
流
れ
、

老
若
歌
舞
音
曲
の
す
げ
る
道
を
か
た
わ
ら
に
な
し
、
本
願
他
力
に
心
を
よ
せ
、

世
わ
た
る
業
に
な
ら
べ
て
悦
び
う
や
ま
ふ
事
、
日
に
ま
し
、
月
に
ま
し
て
、

さ
か
り
さ
か
ん
な
り
。
そ
の
も
と
い
か
ん
と
尋
れ
ば
、
大
和
国
吉
野
郡
鉾
堅

村
と
い
ふ
所
、
行
か
ふ
人
も
ま
れ
な
り
し
山
人
あ
り
。

【
女
子
大
本
】

�　

慈
光
は
る
か
に
か
ふ
む
り
て
、
光
の
至
り
給
ふ
所
に
は
、
御
法
の
悦
を
得

て
、
永
き
世
の
楽
を
。
今
爰
に
大
和
伊
賀
両
国
の
真
宗
一
河
の
流
、
老
若
歌
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舞
音
曲
の
す
け
る
道
を
傍
に
し
て
、
本
願
他
力
に
心
を
寄
せ
、
世
渡
り
業
に

な
ら
ん
と
悦
ひ
敬
ふ
事
、
日
に
増
、
月
に
増
て
、
さ
か
り
さ
か
ん
な
り
。
そ

の
も
と
い
か
ん
と
尋
れ
は
、
大
和
国
吉
野
郡
鉾
竪
村
と
言　

ゆ
き
か
ふ
人
も

希
な
る
山
奥
に
清
九
郎
と
言
貧
か
り
し
山
人
あ
り
。

大
系
本
の
「
ま
れ
な
り
し
山
人
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
女
子
大
本
を
以

て
始
め
て
文
意
が
理
解
で
き
る
。
本
書
は
大
和
と
伊
賀
の
真
宗
繁
昌
の
源
を
清

九
郎
に
求
め
る
主
旨
で
編
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
先
の
異
同
も
「
今

の
悦
ひ
国
郡
に
流
行
し
て
真
宗
の
繁
昌
此
時
に
あ
り
」
と
い
う
文
辞
を
有
す
る

女
子
大
本
の
方
が
主
旨
に
合
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
改
め
て
大
系
本
の
成
立
過
程
を
問
題
と
し
た
い
。
大
系
本
に
は
、

　

宝
暦
二
年
申
十
一
月
上
旬

　
　

相
州
足
柄
下
ノ
郡
国
府
津　
　

御
勧
堂　

恵
俊
聞
書

と
あ
る
。
こ
れ
は
序
文
に
「
大
和
伊
賀
の
い
さ
み
立
し
は
、
此
五
七
年
さ
な
が

ら
水
の
出
ば
な
の
ご
と
し
。
予
が
国
へ
越
し
は
宝
暦
二
年
申
ノ
冬
成
し
」
と
あ

る
の
で
、
平
田
徳
は
親
鸞
の
関
東
の
草
庵
で
あ
っ
た
御
勧
堂
の
僧
恵
俊
が
宝
暦

二
年
に
大
和
と
伊
賀
で
清
九
郎
の
取
材
を
し
た
と
説
い
て
い
る⑻
。
し
か
し
大
系

本
に
は
「
右
ノ
写
本
伊
賀
ニ
テ
借
用
イ
タ
シ
候
セ
ツ
」
と
し
て
「
天
明
二
壬
寅

年
迄
、
清
九
良
往
生
ヨ
リ
三
十
三
年
ニ
及
」
と
い
う
跋
文
ら
し
き
記
述
の
後
に

次
の
識
語
が
あ
る
。

此
書
ハ
天
明
四
甲
辰
閏
正
月
十
六
日
伊
賀
国
西
条
村
三
左
衛
門
宅
ニ
テ
借

用
イ
タ
シ
帰
宅
ノ
後
書
写

す
な
わ
ち
本
書
は
天
明
二
年
に
書
写
不
明
者
が
書
写
、
そ
の
転
写
本
を
こ
れ

ま
た
不
明
の
人
物
が
天
明
四
年
に
転
写
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
も

天
明
四
年
転
写
者
は
伊
賀
の
三
左
衛
門
か
ら
借
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の
三
左
衛

門
こ
そ
先
掲
の
清
九
郎
と
の
邂
逅
で
気
絶
し
、
後
に
伊
賀
の
教
化
と
な
っ
た
人

物
で
あ
っ
た
。
天
明
四
年
書
写
者
は
わ
ざ
わ
ざ
三
左
衛
門
宅
に
ま
で
訪
問
す
る

こ
と
が
出
来
て
、
貴
重
な
清
九
郎
伝
の
写
本
を
借
り
出
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
の

だ
が
、
そ
の
本
文
は
天
明
二
年
転
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
粗
悪

な
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
序
文
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
意
味
不
明
の
文
辞

は
転
写
を
重
ね
て
い
く
内
に
生
じ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。翻

っ
て
女
子
大
本
の
成
立
を
見
て
み
る
。
女
子
大
本
に
は
聞
書
者
た
る
御
勧

堂
の
恵
俊
の
名
が
ど
こ
に
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
大
系
本
に
は
見
え
な
い
独
自
の

本
文
が
あ
る
（
図
版
2
）。

�　

大
和
伊
賀
の
同
行
中
、
清
九
郎
の
年
老
て
又
見
ん
事
を
計
り
か
た
し
。
亦

末
の
世
の
た
め
し
に
も
と
姿
を
う
つ
し
人
々
の
悦
ひ
の
種
に
も
と
爰
か
し
こ

に
移
し
も
て
り
。
吾
ま
た
其
姿
を
漉
写
し
て
爰
に
あ
ら
は
す
も
の
な
り

　
　
　

宝
暦
二
申
十
一
月
中
旬

す
な
わ
ち
女
子
大
本
調
製
者
は
恵
俊
が
聞
書
を
成
稿
し
た
わ
ず
か
一
週
間
後

に
女
子
大
本
『
行
状
記
』
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
恵
俊
聞
書

は
重
要
な
取
材
源
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
調
製
者
は
恵
俊
聞
書
を
も
と

に
一
部
異
聞
を
取
り
入
れ
な
が
ら
女
子
大
本
を
完
成
さ
せ
た
と
の
仮
説
が
ま
ず

成
り
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
が
的
を
射
て
い
る
な
ら
ば
、
宝
暦
二
年
十

一
月
上
旬
成
の
恵
俊
聞
書
の
原
本
が
見
つ
か
る
ま
で
は
、
女
子
大
本
が
『
大
和
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国
吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』
の
重
要
な
諸
本
の
一
つ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

女
子
大
本
の
調
製
者
は
不
明
だ
が
、
旧
所
蔵
者
「
奥
州
南
部
八
戸　

丸
屋
吉

郎
兵
衛
」
と
い
う
書
き
込
み
の
文
字
が
本
文
と
似
て
い
る
。
同
筆
と
す
れ
ば
こ

の
八
戸
の
丸
屋
吉
郎
兵
衛
が
調
製
者
そ
の
人
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
大
谷
大
学
図

書
館
林
山
文
庫
蔵
『
大
和
国
吉
野
郡
清
九
郎
行
状
記
』（
宝
暦
八
年
成
、
近
代

写
本
）
に
よ
り
宝
暦
期
に
お
け
る
信
州
か
ら
北
陸
に
わ
た
る
転
写
と
伝
播
が
知

ら
れ
て
い
る
が⑼
、
女
子
大
本
の
出
現
に
よ
り
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
に
奥
州
南

部
八
戸
ま
で
清
九
郎
伝
が
伝
播
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
女
子
大
本
『
行
状
記
』
は
大
和
清
九
郎
伝
伝
播
の
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
写
本
で
あ
る
。

以
上
、
日
本
女
子
大
学
所
蔵
の
旧
友
山
文
庫
本
を
紹
介
し
た
。
稀
書
珍
籍
で

聞
こ
え
た
友
山
文
庫
旧
蔵
だ
け
あ
っ
て
三
作
品
と
も
に
他
に
は
見
え
な
い
貴
重

書
で
あ
る
。
友
山
文
庫
お
よ
び
中
野
荘
次
は
浅
野
三
平
先
生
の
学
問
形
成
に
寄

与
し
て
い
る
。
浅
野
先
生
の
謦
咳
に
触
れ
た
卒
業
生
は
講
義
で
友
山
文
庫
の
こ

と
を
聞
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
体
験
も
「
貴
重
」
な
も
の
で
あ

る
の
で
大
切
な
想
い
出
と
さ
れ
た
い
。

注
⑴
　
長
島
弘
明
「
秋
成
資
料
雑
爼
（
二
）
―
服
部
天
神
文
庫
・
友
山
文
庫
資
料
他
―
」

（『
實
踐
國
文
學
』
24
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）

⑵
　「
都
藝
泥
布
」
四
号
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
、http://chim

ei.koiyk.com
/tushin4. 

htm
　
参
照
2
0
2
3
年
6
月
26
日
）

⑶
　
福
田
「
日
本
女
子
大
学
本
『
大
和
八
条
村
孝
子
聞
書
』
に
つ
い
て
」（（『
上
方
文

藝
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

図
版
2　

大
和
清
九
郎
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⑷
　
森
銑
三
『
傳
記
文
學
　
初
雁
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
）

⑸
　『
ビ
ブ
リ
ア
』
百
十
二
号
（
一
九
九
九
年
十
月
）

⑹
　
内
村
和
至
「
メ
デ
イ
ア
の
中
の
人
間
像
―
大
和
清
九
郎
伝
の
成
立
―
」（『
文
芸
と

言
語
メ
デ
ィ
ア
　
そ
の
過
去
と
未
来
』
所
収
、
明
治
大
学
文
学
部
文
学
科
文
芸
学
専

攻
／
文
芸
メ
デ
ィ
ア
専
攻
、
蒼
丘
書
林
、
二
〇
〇
五
年
）

⑺
　
真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
大
系
真
宗
史
料
　
伝
記
編
9
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
）

⑻
　
⑺
と
同
じ
。

⑼
　
⑺
と
同
じ
。


